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Ⅰ．研究の背景 

1.はじめに 

日本の高齢者、とりわけ男性高齢者の趣味生活のひとつとして普及している囲碁は、老後の高齢

者の生活に張りや生き甲斐を与えていると考えられる。たとえば、地域で年代を越えた交流コミュニ

ケーションづくり、ふれあいを目的として囲碁を採り入れた神奈川県、長野県、広島県のある市では、

高齢者が子供に囲碁を教えること、および一緒に楽しく打つことが高齢者の「やりがい」や「いきが

い」につながり、それが「生活意欲の向上」に結びついたと言われている１）。 

日本、韓国、その他の国とでは、囲碁の位置づけはそれぞれ異なるものの２）、男性高齢者が多い

という点では共通している３）。しかし囲碁がなぜ男性高齢者に好かれているのか、その理由はこれま

でに明らかにされていない。しかし日本、韓国、中国のそれぞれの国が高齢化の問題に直面するな

か、囲碁は高齢者が好んで行うゲームとして、今後も大きな役割を持ち続けることが予想される。 

 

2.目的  

本研究の目的は、囲碁を行うことが、高齢者の心身にどのような影響をもたらすのか、および囲碁

の活動に対する態度とそれらの関連について明らかにすることである。囲碁の心身への影響を検討

するにあたり、対照群として一般高齢者（一般群）のみならず、囲碁とならんで高齢者の知的スポー

ツとして盛んな将棋を行っている高齢者群（将棋群）を置き、囲碁の固有の心身への影響を検討す

る。 

 

Ⅱ．研究方法 

１．対象 

囲碁群は、日本棋院の囲碁クラス登録者、囲碁サロン利用者、および一般碁会所を利用している60歳

以上の男性24人、女性8人の計32人とした。将棋群は、将棋連盟の将棋道場登録者、都内将棋クラブお

よび将棋会館を利用している60歳以上の男性25人、女性2人の計27人であったが、女性が２人しかいな

かったため、女性は調査の対象から除外した。 

囲碁・将棋以外の趣味・余暇活動をしている人は、S県生きがい大学の受講者から募った。125人に配

布し104人から回収した。回答が有効であった93人中、囲碁を主な趣味活動として挙げた男性6人を分析

から除外し、囲碁・将棋を全くしていない男性26人、女性61人の計87人を一般群の対象とした。 

２．調査項目 

１）基本的属性 

年齢、性別、学歴を調査した。 

２）囲碁に関する質問 

①囲碁群 

囲碁をやってきた期間、棋力、囲碁にかけている週平均時間および対局数、囲碁を続けている理由、

対局の結果にこだわるか、さらに、囲碁が、記憶力、計算力、判断力、情緒の安定、集中力、持久力、い

い姿勢の維持、生きがい、ストレス解消に影響していると考えていると思うか、頭痛、腰痛、膝の痛み、不

眠、ストレスの原因になっていると思うかを聞いた。 

②将棋群 

質問の内容は囲碁群と同様に囲碁を将棋に置き換えて実施した。 

③一般群 

囲碁・将棋のルールを知っているか、囲碁・将棋をしない理由、囲碁・将棋へ持つイメージや囲碁・

将棋を行うことで生じる好影響および悪影響、囲碁・将棋を覚える意向があるか、とした。 

３）心身の健康に関する質問 

ＧＨＱ28項目とＰＧＣモラールスケール、自尊感情尺度を用いた。 

 

３．結果 

１）対象の属性 

囲碁群の平均年齢は67.4±6．4歳、将棋群は68.5±6.9歳、一般群は67.9±3.5歳であった。学歴

には3群間に有意な差が認められ、囲碁群の学歴が最も高かった。 



 

２）心身的な健康 

（１）PGCモラールスケール 

 将棋群は一般群より有意に低く、生活満足・安定性の下位尺度において、一般群および囲碁群よ

り低い結果であった。 

（２）自尊感情尺度 

 囲碁群は一般群および将棋群よりも有意に高かった。また一般群は将棋群より高い結果であった。 

（３）GHQ28 

下位要素項目のうつ傾向において将棋群は囲碁群および一般群に比べ、低い結果であった。 

３）囲碁への態度と心身の健康の関連 

 囲碁を続けている理由を「友人・仲間との交流」とした人はＧＨＱ28の社会的活動障害の得点が高く、

「気晴らし」とした人はＰＧＣモラールスケールの健康・老いに伴う情緒安定の得点が高かった。「頭の体

操のため」とした人および「精神面を鍛えるため」とした人はＰＧＣモラールスケールの心理・行動安定の

得点が高かった。 

一方、「勝負を楽しむため」とした人は、自尊感情度が低く、ＧＨＱ28の総得点が高く、ＧＨＱ28の身体

的病状の得点も高かった。「棋力上達のため」とした人はＧＨＱ28の社会的活動障害の得点が高かった。

勝負への態度について、「勝負にこだわるほう」とした人はＧＨＱ28の総得点が高く、ＧＨＱ下位尺度の不

安と不眠の得点が高かった。また、囲碁・将棋群とも週にかける時間とGHQ28に正の相関がみられた。 

 

４．考察 

 今回の調査で囲碁を行う理由および頻度により心身へ及ぼす影響が変わることが明らかになった。 
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